
校種 小学校 利用人数 １００人 平成２３年度教員免許状更新講習

国立赤城青少年交流の家

プログラム名(テーマ) 友達との絆を深めよう

目指す児童・生徒像 思いやりの気持ちを持って友達と協力して仲良く活動したり、自主的に行動できる児童

起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

学校出発 入所式 キャンプファイヤー
１ あかぎ登山Ｄ（地蔵岳） 弁当 あかぎ登山Ｄ（地蔵岳）

オリエンテーション １日のふりかえり
夕べのつどい

日
・施設に到着後入所式を行い、なるべく早く登山 ・登山終了後に、施設の使い方や過ごし方についての ・静寂さや厳粛さを感じさせつつ、友達と楽しく

に出発できるようにする。 オリエンテーションを行い、他の団体に迷惑をかけ 交流できるようにする。
・行きの新坂平までと、帰りの赤城大洞からは貸 たりせずに、お互いに気持ちよく過ごせるようにす ・進行は児童主体で行うが、スムーズに進められ

切バスを利用する。 る。 るよう適宜支援する。
・服装や持ち物マナー等について事前に十分指導 ・暗い中で火を使うので、近づきすぎたりしない

目 してくるが、歩き方や安全面についての注意事 よう、安全面には十分注意する。
項を出発前に再度確認する。 ・児童の心に残るような夜話を準備しておく。

・グループの仲間同士で声をかけ合い、励まし合
ったりしながら全員で楽しく安全に登山ができ
るようにする。

朝のつどい （Ａ班）ネイチャーゲーム（いろあわせ） （Ａ班）ＡＡＰ 星空観察
２ あかぎウォークラリー

（Ｂ班）ネイチャーゲーム（いろあわせ）
（Ｂ班）ＡＡＰ あかぎウォークラリー

夕べのつどい １日のふりかえり
日

（Ａ班） （Ｂ班） ・星空を肉眼や望遠鏡で観察し、大自然の神秘に
・ウォークラリーの前段階として「いろあわせ」 ・講師の方の説明をよく聞かせ、安全に楽しく活動で 触れさせる。

を短時間で行い、チームの協力体制を整えるよ きるようにする。
うにする。 ・仲間とのコミュニケーションをうまく取りながら、

・ウォークラリーでは、危険な場所や林の間など 協力して達成感や成就感が味わえるように、お互い
目 に入らないようにさせる。 の良さや努力に気付けるよう認めたり、声かけした

・道に迷ったら下に行くようにして、広い道や民 りしていく。
家のあるところに出るように伝えておく。 ・無理強いせずに自分の意思で参加させるようにす

・どちらも、班で協力しあって活動させるように る。
する。 ・実施後にふりかえりをし、各自の良さや努力を共有

できるようにする。

朝のつどい 野外炊事（ごはんとカレー作り） 退所式
３

日 ・班ごとに話し合いながら協力してスムーズに作 ・３日間お世話になった方に感謝の気持ちが持てるよ
業が進むようにする。 うにする。

・やけどやけがをしないように、安全面には十分
配慮する。

・手洗いをきちんとさせたり、食材や調理器具の
目 扱いなど、衛生面にも配慮する。

・後片付けまで班で協力してきちんと行わせ、最
後にきれいになっているか点検する。

下段には、めあてや指導者、班分け、費用、準備、事前・事後指導、留意点などを記入。


